
令和６年度まちづくり懇話会
日時：令和６年12月18日（水）18：30～
場所：水堀コミュニティセンター 令和７年１月６日時点

No 発 言 者 意 見 内 容 意 見 に 対 す る 当 日 回 答 内 容

1 Ａ 多額の費用がかかるが、議会への説明等、どのような状況なのか。
逐一、報告や進捗状況を説明している。12月定例会でも一般質問があった。議会は住民の
代表であり、予算や議案を審議いただかないと行政運営が出来ないため、今後も説明して
いきたい。

2 Ｂ 運営は民間事業者だが、おおよその検討はあるのか。
民間活力導入調査を別で行っており、何社からか関心があったことから、導入の可能性が
高いという判断のうえ、DBO方式という方針を決めた。

3 Ｂ
赤字が出た場合、事業者が負担するのか。町や町民への負担はない
のか。

事業者に赤字にならないよう計画を立て、運営してもらう。管理棟を運営している部分の
水道光熱費等は町が運営しているため、町は補助する部分もある。だが、事業者が赤字に
なったからといって上乗せする考えはない。町や町民に負担を求めることはない。

4 Ｂ 江差は作物が少ない中で、多額の費用の道の駅建設に不安がある。
江差は一次産品のふるさと納税返礼品は多い。町内に流通していない課題はあるが、魅力
的な売り方をしながら、仕組みを作っていきたい。

5 Ｂ 新地のエコーも子供のことだが、何が違うのか。
エコーは子供たちが集まって勉強やゲームをしたりする施設。一方で道の駅は体を使って
のびのびと遊べるスペースということで棲み分けはしっかりと考えていきたい。

6 Ｃ
過去の経過から、現在の財政状況で多額の費用で建設する。町民に
心配かけるようなことはないようにしてほしい。

北の江の島事業を実施していく上で、中期財政課計画を立てながら、早期健全化団体にな
るようなことがないよう運営していく。

7 Ｃ
本日の懇話会開催が新聞に掲載されたが、町民意見を聞きたいので
あれば、効果的な周知方法を検討するべき。

広報掲載や新聞掲載はあったものの、町内会に声をかけるなど、広報の仕方は今後、検討
していきたい。

8 Ｃ 事業についての議会の意見等を教えてほしい。
財政の問題、津波の問題で意見をいただいているところ。議会で議論しながら進めてい
る。

9 Ａ
かもめ島入口の交差点改良について、この事業費に含まれているの
か。

国道の改良は国が実施する事業のため、この事業費には含まれていない。
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10 Ｄ 開陽丸までの動線を検討してほしい。 実施設計の中で連動性が感じられるよう整理していきたい。

11 Ｄ 24時間開放エリアの警備について、もう少し配慮してほしい。 要求水準の中で検討していきたい。

12 Ｄ 温泉水の活用について、何か考えはあるのか。
温泉熱を利用した融雪を想定していますが、それ以外については、検討事項として考えて
いるところ。

13 Ｅ
北の江の島構想としているが、江差町民からすると、かもめ島であ
る。

江差町民、北海道民に注目していただくために使用したが、かもめ島という名前にしてい
くのが当然だと考えている。話題を呼ぶために使用した。

14 Ｅ ラウンドアバウトの建設については反対意見が多い。
江差町としては交差点改良を要望したが、国の方針ではラウンドアバウトが事故防止に効
果的な交差点の作り方という方針であり、国が決定したところ。

15 Ｅ
他の道の駅を見ても、内容量も半分で倍の値段で販売している。江
差は作物がない中で、道の駅の建設、物販は不安がある。

売る側と買う側の立場を考えていかなければならないと考えている。その中で江差は農業
者は加工品を生産しているため後押しや連携をしながらやっていきたいと考えている。

16 Ｅ
ラウンドアバウトについては、新聞に江差町から要請したと掲載さ
れた。

国道の改良、急カーブの解消を要望したところ、国がラウンドアバウトという手法で解消
すると決めたため、江差町からラウンドアバウトでお願いしたことはない。

17 Ｃ
基本設計で金額が掲載されているが、資材高騰など見越した金額
か。

現段階で見込んだものとなっているが、さらに高騰する可能性もあるため、確定した金額
ではない。
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